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本
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る
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所
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末
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三
五
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A

T
abte
o
f

th
e
Steやm
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Japa
n
･

7

e
s
e
,
S
in
c
e
O
p
e
n
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f
th
e
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r
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o
f
Y
o
･
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m
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H
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y

D
l
･
M

a
･
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O

u
)a
]?
,

/

.I.
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の
1
党
表
は
･･N
.rth･China
H

eral
d
,
A
p
r
i1
2
7
,
I1867
･

に
揚
げ
ら
れ
'
同
紙
は
こ
れ
に
闘
し
攻
の
や
う
に
説
明
t
て
,磨

､る
｡

<
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r
e
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a
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b
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Ⅷ
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･
･
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育

i

こ
の
1
覚
表
は
二

八
六

丁
年
五
月

E
h

gtandI披
(白
鳳

丸
)を
腐
藩
に
賓
つ
た
の
を
最
初
と
)
'
一
八
六
七
年
の

S
pan･

kee
祝
に
至
る
ま
で
丁
度

八
十
隻
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
J
こ
の
中

ヽ

六
'
セ
,',二

九
二

束

番
が
こ
1
に
関
係
が
漆
鳶

†
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.
N
a
m
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n
a
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T
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A
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F
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B
r
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D
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J
u
t
.
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G
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1
e
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･

t

9

V
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o
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.

2

6

S
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G
e
o
l
g
e
G
r
e
y

i
3

0,000ト
S
e
p
t･
)

8
6
2

;

P
r
i
eeS
a
tzu
m
a

･

66,000

1863

The
Ty
coonザ
Govern･

85,000-
M
a
y
J863

P
r
in
c
e

S
atZu
m
a
･

～

･.-~66･-

第
六
の
7
-
ミ
ス
テ
ィ
ス
親
に
は
問
題
は
な
S
｡
文
男

一
九

の
ヴ
｣

ク
ト
リ
ア
暁
は
'
本
庄
博
士
邪
記
述
さ
れ

て
か

る
通

-
'
千
歳
丸
の
後
身
で
あ
る
｡
.間
静
は
五
代
才
助
が
1
八
六
二

年
上
海
で
購
入
し
た
と
云
は
れ
る
､
ジ
ャ
ウ
･･･h･黙
す
｣
観
に
就

い
て
ゞ
あ
る
.｡(
三

･
∵
七
参
鞄
)同
年
に
薩
藩
が
傭
人
し
た
の
は

第
七
の
フ
ア
ア
リ
ー
.㌃

世
竃

の
み
で
軌
る
｡
両
も
引
壊
し

絃
九
月
で
あ
っ
て
'
千
歳
丸
が
上
海
を
泰
つ
た
後
苫
あ
る
｡
怒

れ
桓
よ
っ
て
見
れ
ば
､
五
代
に
汽
糖
購
入
の
意
思
が
あ
っ
お

の

は
各
種
の
史
料
に
ょ
つ
て
確
賛
で
あ
る
が
ー
ジ
ャ
ー
ジ
キ
リ
ー

親
を
購
入
し
た
と
云
ふ
の
紘
事
茸
と
相
違
す
畠
.
五
代
路
上
渥

言

附
金
を
沸
ひ
.,
九
月
に
亘

っ
て
プ
ア
ザ

サ
ー
.･･ク
芸

.9

引
硬
L
を
受
け
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
ー.｡
叉
翌
年
薩
薄
が
駄
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入
し
た
サ
ー

･
ジ
ョ.
-
ジ
･
守

レ
イ
故
に
就

い
て
も
ー
五
代
の

豊
栄
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡
そ
し
て

｢
近
代
の
偉
人
末
代
友

厚
博
｣

の
ジ
ャ
ー
･･,h
キ
サ
ト
親
と
路
､
本
歌
も
指
す
も
の
と
思

ほ
れ
る
｡

(
三

六

)

N
ew
J

apan,･･
骨

l
i
n
d

o
f
R
Is
in
g

S

un･B
y

･
.

saTh
u
el
･M

o
ss
m
an
･
L
o
n
d
o
n
:

1

87

3

･

初
に
本
書
に
注
意
し
た
の
絃
川
島
元
次
郎
氏
で
あ
る
｡
(四
象
照
}

然
し
原
文
の
引
用
は
な
S
｡
次
で
本
署
に
注
目
し
挺
の
は
武
藤

長
赦
博
士
で
､
そ
の

｢文
久
二
年
の
官
般
第

一
次
上
海
淡
道
と

/
文
久
二
年

土
光
治
元
年
の
琴

哀

上
洋
次
迫
に
麟
す
届
史
料
に

裁
て
｣
(八
参
照
)へ
怒
る
論
文
中
で
言
及
さ
れ
､.
こ
れ
絃
昭
和
十

年
新
杵
出
博
士
著

｢
速
酉
茎
空

中

｢
元
治
元
年
に
於
け
る
幕

吏
の
上
海
硯
察
記
｣

の
末
尾
に
再
録
さ
れ
て
ゐ
る
｡
モ
ス
マ
ン

か
ら
の
原
文
の
引
相
が
あ
る
が
､
印
刷
時
の
手
蕗
で
±
行
の
晩

落
が
あ
る
か
ら
注
資
を
要
す
る
｡
叉
武
藤
博
士
は
M
o
Ssm
anq

と
綴
っ
て
属
ら
れ
る
が
'
こ
れ
は
富
oss/m
an
と
す
べ
き
で
あ

る
｡

I

E
n
c
yclI.Pae
d
ia
S
in
i
ga(

ByS･O
ou
lin
g
)
虹
よ
れ
ば
∵

I

qJ.ス
マ
ン
払
一
八
六
一
-
六
二
年
間
商
連
の
ノ
ー
ス

･
チ
ャ
イ

ノ

ナ
･
ヘ
ラ
ル
ド
紙
を
編
輯
し
て
ゐ
篭

終
っ
て
..#
ス
寸
シ

抹
革

接
千
歳
丸
に
開
し
見
聞
し
兜
で
あ
ら
う
一L
rp
叉
本
紙
の
千
歳
丸

に
働
す
る
静
説
も
彼
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ふ
う
｡
償
っ
て
線

の
記
述
は
大
倦
正
し
5
,の
･で
一あ
各
が
､
幕
府
が
千
歳
丸
以
後
も

ヽ

日
本
商
胎
を
上
海
に
波
遺
す
る
こ
と
に
願
.し
て
､
th
e
p
I
b
je
c
t

∴
w
a
s
u
ltim
a
te
ty
g
iv
e
n
u
p

と
あ
る
の
は
訂
正
を
要
す
る
｡

幕
府
は
決
し
て
出
貿
易
凍
放
棄
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
Lo

叉
ハ

千
歳
丸
の
噸
数
三
八
五
噸
に
も
疑
問
が
あ
る
..

-
(
三
七
)

Th

e
Hi
s

to
r
i
c

S
h
a

n

gh
ai
.
B
y

軒

,,>i
a
Lll
o

Id
e

J
e

su

s..S
h
ang
h
a
i
こ

9

09
.

.

第
十
尊
で
外
囲
商
人
､
特
に
上
海
在
留
外
囲
商
人
が
､
強
敵

㌧

の
金
銀
比
率
の
不
均
衡
に
乗
じ
て
互
利
を
博
し
や
こ
と
を
述
べ
■

_

て
か
ら
'
次
の
や
う
に
記
し
て
居
る
1

･
t

､
書

ⅠI
w
a
S
n
.
t･J
O
n
g
｡
h
ow
evQr,
針
e
th
e

Japan遠

c

ehg

e
d
lt.
b
e
d
u

ped;an.d
h

J
u

n6
)862
th
Qre
aP
･

F
ear
e
d

.aI

Shan
gha
i

a

r
J
a
p
a
n

e

se

sL
ip

･,
th
e
Z
e
n
sai●＼

M
a
ru
,
t
o

o
p
en
a
.trad
e
th
ere,
and
w
ith

g
o
vern
me
n
t

(

com
mi
ssion
e
r
s
i
n

searc
h
o
f
,co
き
m
erCial
一
Sta
tistic
al
,'
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雪os

J..

and
gebgre
p
hicaニ
n
fo
r
m
at官
エ
he

fi

r
?
I

s
lg
n

O
f

a
w
a
k

en
in
g
.■

我
国
で
は
ジ
ー
サ
ス
に
濠
初
に
態
意
心t)れ
た
の
は
小
竹
文
夫

氏
で
あ
っ
た
O
(
一
〇
参
照
)
ジ
ー
サ
ス
は
何
を
原
典
と
す
る
-か

は
明
示
し
て
居
ら
ぬ
､が
､
私
は
彼
の
文
蜜
か
ら
推
し
て
'
こ
臥

原
典
は

N
orth･China
H
qrald
乃
至
や
ス
マ
ン
で
あ
る
と
息

ふ
_O
但
し
こ
の
二
史
料
共
に
賠
名
を
S
en･zai･･ma
ro
o
と
し

て

ゐ
忍
の
に
'
ジ
ー
サ
ス
絃

Z
e
n
sai
M
aru
と
誤
っ
て
ゐ
る
.

ジ
ー
サ
大
は
我
園
で
は
t
T
h
e
H
istoric
M

acao
の
著
者

と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
が
'
を
の
身
元
に
就
い
て
は
飴
り
知
ら

れ
な
い
や
う
で
あ
る
｡
私
は
除
家
陸
天
主
堂
蔵
書
模
主
任
テ
ィ

ト
ー
師
か
ら
'
ジ
ー
サ
ス
の
身
元
把
関
し
て
教
示
を
受
け
寵
こ

′

と
が
あ
る
か
ら
'
こ
ゝ

に
そ
れ
を
附
記
し
て
置
-
O
,I,h
I
オ

ス
は

換
門
.生
れ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
､
諸
所
の
商
膚
に
勤
務
す
る
傍

ら
,
英
文
で
新
聞
難
敵
に
密
稀
す
る
の
を
常
と
し
た
o
墜

父
的

な
人
で
な
か
つ
た
か
ら
､
外
人
間
に
は
飴
り
知
ら
れ
て
居
,Ld
な

i
.
今
か
ら
約
十
二
三
年
前
上
海
で
捜
し
た
｡
そ
.の
著
書
に
は

T
h
e
J
Iisto
ri
c
M
acao
J
T
h
e
R

iseofShan
ghaiが
あ
り
tP･

後
者
は
開
港
南
畝
上
海
を
扱
つ
ね
も
の
で
､
後

T
h
e
H
isto
ric

S
hang宜

中
に
牧
め
ら
れ
て
そ
の
序
茸
と
な
つ
た
､｡
彼

の英

:
.M1't..:1,
.4;:":':I.TJI::-ll.;'':::.':
:''∵:I.;:::;;;I-i.;約
1:77
1'
:..:,,H

lT
;1:...:I.I.f
I.;:I,i.-4::riC.''.:I'..;

q
f
th
e
N
o
fth･C
h
Jin
a
B
ran
c
h
.
f
th
e
R
o
y
al
A
s
ia

tic

S
oeiety
の
書
評
欄
に
見
え
る
｡

(
三
八
)

T
h
e
H
isI.f
y
.
f
S
h
a
n
gh
ai
･.V
.
1･
lZ;
B
y
ーS
･I

▲■

C
o
u
li毒
.
S
h
a
n

g
h

ai:
)
9
9
3
,

〆

‥
武
藤
長
織
博
士
の

｢文
久
二
年
の
官
胎
が
第

一
凍
上
海
沢
迫

と
文
久
1Jt,牢

-
元
治
元
年
の
第
二
次
上
海
派
遣
に
関
す
る
史
料▲l

に
就
て
｣
な
る
論
文
中
に
次
の
牽
う
に
あ
る
｡

′

＼

｢
古
賀
君
は
tI･enriC
ordier著
H
i
stoire.d
e
sR
a
at
i6n坤

.㌔

de
la
C
hin
e;a
v
e
e
t
Ss
P
uissarlCeS
O
ccidentates
に
も

＼

其
記
事
な
き
を
遺
感
と
す
る
事
を
述
べ
て
居
る
｡

夷
古
賀
君
は

参
考
し
て
居
ら
ぬ
が
私
が
先
年
上
海
親
行
の
際
畢
校
の
篤
め
に

求
め
障
っ
た
故

G
卜
Lann
in
g
氏
及
び
故

S
.､C
oudl
ing氏
準

ケ

編

｢
上
隆
史
｣
(
T
he
H
istoF
y
O
f
S
hanghai)第
1
聖

Part

I)
艦
も
此
千
億
丸

(Sen･za†m
aru
)
ゐ

記
事
は
な
い
｡｣

･
‥

.r

t.

ヽ

A
(註
)

武
藤
博
士
は
誓

.'!ih窟
蕃
｢
上
海
空

費
P
qrt
I
と
γ

し
て
唐
ら
れ
る
が
､
こ
の
｢
上
海
度
｣
.姓
P
art
I

&

P
art
I.:
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･
Ai

P
か

rO
赫

ta
や

43'ro
品
心
一

切
蟹

ii
jd

V
ol.

工
･Jか

'(
籾

㌣

感
po
o

屠
塵
壁
il

望
鯨
丁

静
各

ii
P
a
rt

I
I

芸
痴

po
Ll

JJ
ii

瀕

を
品
七

中
る

ぐ
叔

Q
㌣

府
柏

○

肇
弛

｢
J機

動
酎

尊
皇
隻
か
確

舶
L
;
rAJ聖

頭
噂

o

覇
｣
1
博

C
h
ap

ter
L
V
I.

T
h
e
Jap

an
ese

出
聖
付
◎
最
強

量
感

頑
0

､
1

｢
Ji嬢

堪
｣
~
鴇

-1
博

即
h

m
T

',,h
'･-h

X
llゝ

も
6噛

舗
′
奉

J
･J
q
H
卓

･
札
-

'ヽJh
笥
叫
鹿

日
韓
鹿

(S
h
an

gh
ai

M
u
-

n
icip

al
C
ou

n
由
1
)
,e
舶
蟹
史
rLi

O
L
J′

蒜
繋

和
寒
梅
酢

監
J

華
7g

Q
巨
砲

N.縄
'
瓢
銅

管
ト
登
載
耳

hi叫
e

L
J追

白
雫
童

顔

心
壁

累
J

梨
O
~
り
忌

rU
悪

心
区
zj

J
J

隼
も

-
D

h
も

,碗
鴇
恕

J
叔

Q
P
′

牡
峯
Q
U

rN
碑

避
-
'

吋
Q
塑

JJ
避

O
豪
,g

Q
中

嶋
岬
o
●
東
食
r史

轟
姉
妹
1
礎
慢

単
出
藍

曇
忌

′
辞
露
出
rg
鮭

･出
感

呼
量

′
韓

日
静

隻
叫
姥

Q
Zu
G;露

碑
建

立
♂
定
礎

帆
走

P
-コ

避
止

町
壁
量
目
吊
白
雲
<

追
撃
覇
心
境
造
忌
起

Q
加

護
鷹

J

車
型

呼
出
無
恥

胡
-S
室

数
中
東

岬
a
蛍

O
tJ
膚
塵
蟹

中
量
憩
梱

I
れ
点

呼
出

潮
LN

d量
O
叔
母
4
革

帯
想
起
S
o
東
灘

隻
ギ
窓

立

想
起

S
rU

璽
ぺ

嶺
′
宵

出
撃
嶺

ふ
蒜

定
J

トノ
財

〉
o

ln
Ju

n
e,

1862
th
e

如
st

Jap
an

申
e

sh
ip

v
isited

S
h
an

gh
a

i-
th
e
A
rm

is
tice,

a
m
erch

a
血

や
e

ssel
b
o
u
gh

t

in
E
n
glan

d
an

d
re-n

am
ed

Z
en
sa

i
M

a
r
y
.

It
C
ost

$34,000
血

d
w
a･S

も
o
u
g
h
fJfo‡

th
e
ex
p
r由

p
u
rp
o
se

o
f

?
_rtativ

e
trad

e
at

th
is

p
.P
rt･

S
h
e

w
has

u
n
d
er

th
e

套

LgO
n
trOl

o
f

a
Sort

Of
･C
om

m
issio

n
to

acq
u
lfe

al
l

k
in
d
s
o
f
in･form

atimi
,-
Com

m
ercial,

statistica
l
an

ld
●

･g
eograp

も
ica-1:

M
ed
lm

rst
fo
un

d
th
em

v
ery

ln
q
ulS

r
l

ti野
e

as､
to

th
e
reason

s
fo
r
e叩

lo
yin

g
B
ritish

sl
血

jects
in

th
e
C
llStOm

S
etC･;

a
SeCretary･W

as
W
ith

th
e
m

･､

to
tak

e
n
otes

o
f
'al
1-

th
at

､w
as

sai
d
.

T
h
eir

a
bject

tw
as

d
eclared

to
b
e

p
u
rely

com
Iや
er叫

､;
th
ey

b
ad

n
o
p
olitical

in
t占n

tio
n
s
w
も
atev

er.

In
v
iew

of
later

d
ev
elop

m
en

ts
ぺw
e
th
in
k

e
や
ery

I

w
o
rd

o
f
th
e
ab

Q
Ve

is
H
払
dicativ

e
o
f
m
u
ch

.～
ヽ

･
E
lev

en
y
ears

later,
n
ot

a
trad

in
g

v
e-sser

b
叫

a

Jap
an

ese
iro

n
clad

cam
e
in
,
.en

tirely
o
由
cered.ah

d
､＼

粗
an

n
ed

b
y
Jay

.an
e
主e

.
(p

･
49
6
)
･

.憩
.

･N
意

想
r
ii鹿

乳
j
頗
軌

i
画
O
P
葛
巻

韻
▲巨

砲
呼

量
J

も

一
分
-ゝ

私
宅
U
､
j

P
ゆ

り
◎
宝
感

心
藩

恕
中

堅
心

耳
o
聾

軒
堀

Lf
,
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丸
を

Ze針a
i
M

aru
と
し
て
み
る
鮎
か
ら

(
三
七
)
む
参
考

し
､
他
の
部
分
具

三
野

を
参
考
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
?

I
.

但
し

a
h
er
chant
vesset
b
ought山nE
n
glan
d
は
革
質

と
相
違
し
､
tE
leven
fears
later
-
･･･も

不
備
な
論
述
で
あ

/

る
｡

(
三
九
)

W

estern
Barb
a
ri

ans
in
Jap
an
and
F

orm
osa

in
T

okugawa
D
ayS
‥

B
y

P
tt
Sk
e
･SrI.biih
,
R
o
b
e
:
1

9
3
0
.

本
庄
柴
次
郎
博
士
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
寵
.i
(
一
二
参
周
)

l

聾

文

_

(四
〇

)

江

海
蘭
遺
詳
務
案
尭
編
纏
目

,

東
亜

同

文

書

院
大
挙
教
授
小
竹
文
夫
氏
が
所
赦
し
て
屠
ら
れ

た
が
､

事

轡

の

た

働

焼
失
さ
れ
た
.
私
は
上
海
の
海
関
固
書
館

に
本
史

料

或

路

そ

れ

に

耕
似
す
る
も
の
を
探
払
舟
が
'
費
見
出

来
な
か
っ
た
｡
本
史
料
中
に
は
､｢
同
治
元
年
日
本
観
骨
頂
聞
平

鹿
等
が
上
海

へ
来
て
通
商
を
請
ふ
た
｣
管
記
さ
れ
て
居
う
た
と

云
ふ
｡

(
四

一
)

東
方
兵
事
紀
曙

光
緒
丁
酉

挑
錫
光

撰
者
は
出
典
を
奉
げ
て
居
ら
ぬ
｡
と

の
､
｢襲
始
籍
第

二

に

攻
の
如
く
あ
る
｡

､

一

･
｢
同
軍
冗
年
'

有
個
体
官
至
止
嘩

因
_璽
憾
閉
領
事
講
貿
易

如
西
洋
無
的
各
小
図
例
､
競

鳩
純
綿
附
舶
詣

詔

銅
詣

甥
要

諦
日
､

向
紙
興
和
騎
通
商
日
英
法
諸
固
執
以
兵
威
逸
脊
立
的
､

利
擬
鳥

西
洋
占
益
､
無
如
力
不
能
制
､

未
髄
拒
絶
｡

我
民
官
等
骨
商
､
愈
謂
若

自
行
放
資
､
分
赴
各
餌
貿
易
､
或
可
細
分
西
南
之
勢
､
今
晩
到
上
海
､
薪

傍
照
西
洋
無
的
各
.{
図
例
､

不
敬
帝
立
科
的
､

惟
求
専
務
上
海

一
慶
賀

酢

雑
器

卵
富

商
歪

廟
蘭
除
塵
許
之
'
蔑

恒
体
通
望

ノ

･

始
｡L

I

～

(
証
)

肴
淵
民
望

宇

二
重

中
撃
等
局
印
行

去
舜
金
港
帝

石

韓
妃

-

昔
年
史
賓
料
練
腐
上
勝
｣
に
樽
裁
き
聖
J
あ
る
0

私
は
こ

れ
･ぷ
よ

.
っ
て
句
諌
鮎
を
施
し
て
置
い
ね
｡

I- 70二一

(
四
二
)
.
清
史
稿

邦
交
志
六

＼､

ヽ
ヽ

こ
れ
は
二

五
)
中
に
全
文
が
鴇
載
L
で
あ
る
o
(
四
一
)
で

3は

｢
辞
換
詐
之
｣
惹
あ
る
一の
に
､
本
草
で.
は

｢
通
商
大
臣
辞
換

不
許
｣
と
な
っ
て
ゐ
る
.
温
ふ
に
日
本
と
の
貿
易
娃
御
薗
を
仲

介
と
し
て
~性
許
す
が
'
竜

濃
蘭
係
で
路
許
さ
ぬ
と
の
意
で
滴
ら

う

O
(
四
三
)
.上
海
新
報



負ll

≠
歳
丸

一
行
中
の
人
々
の
記
録
に
は
'｢
上
海
新
報
｣
な
る
名

が
散
見
す
る
｡
例
′へ
ば
中
牟
田
倉
之
助
が
上
海
で
購
入
し
た
書

籍
中
に
そ
れ
が
あ
る
｡
(
ニ
参
照
)

上
海
潮
報
讐

㌫

門
別

I

｢
上
海
新
報
｣
匝

N
orth･China
H

eratd
の
畢
芋
版
と
し

て
､

一
八
六

一
年
に
創
刊
さ
れ
た
｡
長
髪
賊
の
乱
の
た
め
地
方

民
が
上
海
に
雲
集
L
t
.
彼
等
よ
り
出
身
地
方
に
舶
す
る
報
道
の

要
求
が
あ
っ
た
た
め
に
生
れ
た
週
刊
新
開
で
あ
っ
た
.
私
略
本

紙

の
古
い
綴
-
を
求
め
て
､ー
諸
方
面
を
探
索
七
た
が
'
上
海
に
..

こ
れ
を
所
蔵
し
て
ゐ
る
箇
所
は
な
か
っ
た
｡
或
は
上
海
に
絃
な

-
'
鎌
倉
の
中
辛
田
子
解
家
に
右
に
挙
げ
た
部
分
が
あ
る
の
で

は
な
S
か
と
考
へ
ら
れ
る
.･

賂
る
に
名
倉
予
何
人
紘
そ
の
筆
録

(
二
五
参
照
)
中
に
ヽ
｢
上

海
新
報
｣
に
敬
表
さ
れ
た
千
歳
丸
関
係
の
記
事
を
筆
篤
し
て
ゐ

る
｡
｢
上
海
新
報
｣
の
軒
昂

の
も
の
が
な
い
と
息
は
れ
堵
今
T
.

'こ
れ
絃
貴
重
な
史
料
で
あ
る
｡

｢
口
前
東
洋
人
釆
申
係
欲
通
商
貿
易
開
己
謁
見
造
毒

亦
樺
答

辞
侶
談
観
衆
此
生
産
係
無
恥
的
之
闘
魂
准
将
滞
米
貨
物
作
苛
南

開
之
貸
錦
償
比
後
再
来
厳
歩
訂
明
約
方
鳥
正
理
査
乗
洋
入
来
此

ノ

ヽ

賞
賛
係
壌
好
事
惟
関
東
洋
国
家
坦
不
凡
有
中
国
人
衣
東
洋
者
均

須
提
回
此
誠
不
公
中
開
既
准
東
洋
人
貿
易
東
洋
登
可
不
華
中
幽

入
野
易
乎
云
.A(
L
(岡
持
元
年
患
月
廿
八
日
)

I

あ

t
藩

が

き

千
歳
丸
の
史
料
が
[
徐
々
に
世
に
牽
表
去
れ
る
の
を
見
る
の

∫

は
嬉
し
い
｡
今
後
と
も
新
史
料
が
加

へ
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
常

で
あ
る
｡

私
が
上
海
に
赴
任
し
た
昭
和
八
年
早
々
へ
そ
の
名
は
忘
失
し

た
が
､
さ
る
雑
誌
の
中
で
千
歳
丸
の
こ
と
が
扱
っ
て
あ
る
の
を

凄
ん
だ
こ
と
が
あ
-
､
文
を

一年
と
云
ふ
や
う
な
時
に
､
上
海

硯
祭
を
行
っ
た
人
の
あ
る
の
を
見
て
'

異
様
な
感
に
打
た
れ
た

こ
と
が
あ
る
.
そ
れ
は
今
か
ら
思
へ
ば
､
-高
杉
の
｢
渉
清
五
線
｣

を
基
に
し
て
書
か
れ
て
居
つ
た
や

_ぅ
に
息
ふ
.
そ
し
て
そ
の
報

藷

が
所
蔵
し
て
あ
っ
た
の
は
､
上
海
日
本
高
女
に
老

い
′て
あ
っ

た
古
い
勝
田
文
庫
で
あ
っ
た
｡
こ
の
や
う
に
千
歳

丸

の

こ
と

は
､
古
く
か
ら
雑
誌
な
ど
に
書
か
れ
､
近
年
も
新
開
雑
誌
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
1

思
ふ
O
然
し
そ
の
中
に
は
史
料
と
解
し
難
S

も
の
が
あ
る
の
で
､
そ
れ
等
は
本
論
中
で
牲
皆
略
し
た
の
で
透

-'71.-.･･
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つ
た
｡

昭
和
二
十
年
頃
､
千
歳
丸
の
史
茸
を
映
轟
化
す
る
議
の
ぁ
つ

た
時
､
映
番
関
係
者
の
.1
人
が
'
上
海
税
関
の
古
文
書
の
中
か

ら
'
千
歳
丸
着
渇
常
時
の
税
幽
側
の
記
録
を
牽
見
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
.
上
海
疎
開
に
そ
の
や
ノケ
な
記
録
が
あ
る
こ
と
は
極

め

て
自
然
の
こ
と
で
､
私
も
是
非

,一
暫
し
慶
S
と
思
つ
オ

居
る

中

､

公
務
多
忙
の
ま
1
達
に
茸
現
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の

は
｣
今
か
ら
思
へ
ば
茸
に
惜
し
い
と
思
ふ
.
麿
し
そ
の
記
録

按

針
で
も
同
所
に
あ
る
等
で
あ
る
か
ら
､
将
来
見
得
る
横
倉
も

ィ

あ
ら
う
｡

r

日
本
側
の
千
歳
丸
幽
係
史
料
で
､
今
ま
で
象
見
さ
れ
て
居
る

の
は
､
玲

ど従
者
､
商
人
と
云
つ
′た
人
の
側
ば
か
-
で
､
主
脱

着
例

へ
は
根
立
助
七
郎
､
沼
問
平
六
郎
と
か
､
唐
小
過
詞
周
恒

J
十
郎
､
阿
南
小
過
詞
並
岩
瀬
痛
四
郎
､
或
は
轡
師
尾
本
公
国
･と

か
云
っ
た
人
の
記
録
が
'
少
し
も
牽
見
さ
れ
て
居
ら
ぬ
の
は
淋

し
い
｡
′特
に
岩
瀬
は
英
皐
の
素
養
も
少
し
は
あ
る
人
で
､
立
場

の
異
っ
た
観
察
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡

･.

今
後
か
う
云
つ
ね

方
面
の
史
料
も
得
度
S
も
の
で
あ
る
｡

,

-

次
に
高
杉
､
中
卒
田
の
記
録
は
教
表
さ
れ
て
居
る
の
に
､
重

重
な
役
割
を
果
し
た
と
思
捻
れ
る
五
代
の
記
録
が
見
え
な
い
の

絃
遺
憾
で
あ
る
.O
五
代
の
上
海
に
け
る
行
動
が
不
分

明
や

あ

-
'
特
に
購
入
船
舶
に
就
S
て
多
少
の
疑
義
が
残
っ
て
居
る
の

墜

こ
の
た
め
で
滴
る
｡
将
来
こ
毎
方
廟
に
奄
努
力
せ
ね
ば
な

ら
な
､い
｡

ノ

最
後
に
華
文
史
料
が
何
れ
も
甚
だ
簡
単
で
あ
サ
(
を
の
数
も
ー

少
S
の
は
淋
し
S
o
麗
し
今
後
こ
の
満
面
で
牽
見
さ
れ
る
こ
と

が
あ
つ
て
も
､
私
が
示
し
た
邦
文

･､欧
文

･重
文
史
料
の
､
畳

メ

的
質
的
比
率
に
紘
さ
し
て
襲
化
絃
あ
る
ま
S
と
思
ふ
.

中
村
不
折
氏
赦

｢
長
行
馬
｣
文
書

(
七
七
質
感
照
)

(前
妖
)

●

●

●

者
件
使
馬

前
蒙支
給
廿
石
見
食
轟
諦

乞

●

●

給
護
欺
上

/

i

喋

件

放

′

如
掛
護
掛

/

ー
開
元
九
年
六
月

日

興
部
泉
嗣

＼

押
督
曹
都
督

.liZ!

伴

司

悉

田

馬

〔
粗
〕

t

十
日

-
六
月
十
日
錬
事

悉

受

横

線

事

参

軍

有
寧
付
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